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論文内容の要旨
近年の急速なリアルタイムアプリケーションやマルチメディアアプリケーションの利用拡大により、ネ
ットワークを流れるトラヒックの量が急増し、隈られたネットワーク資源、を有効に活用するためのトラヒ
ック負荷分散技術に関する研究開発が重要となってきている。とりわけ、複数のパスを並列に利用すること
で、より多くの帯域を使用した大容量通信を実現するマルチパス通信に注目が集まっている。マルチパス
通信においては、送信元と宛先の聞に存在する複数パスを有効に活用しつつ通信品質を確保することが求
められるが、これらを実現するためにはトラヒック分散技術が必要不可欠である。
これまでに様々なトラヒック分散技術が提案されているが、その多くにおいて、マルチメディア・アプ
リケーション及びリアルタイム・アプリケーションにとって重要な通信遅延に関する検討は不十分である。
これに対し、本論文は、通信遅延、ジッタ(遅延の揺らぎ)、リオーダリングの補正による遅延までをも考
慮したトラヒック分散モデルに関する研究成果をまとめたものであり、全編 5 章からなる。
第 1 章では、現実のネットワークにおけるマルチパス通信環境の代表的な例を紹介するとともに、トラ
ヒック分散アプリケーションの実用例について述べている。また、マルチパス通信環境で、有効と思われる
既存のトラヒック分散技術について概観している。
第 2 章では、既存の様々なトラヒック分散方式が、 1 つの共通のモデ、ルを用いて表現可能であることが
示されている。モデルを構成する重要なコンポーネントとして、 トラヒック分割機構とパス選択機構があ
り、それらの各機能とトラヒックの分散性能との関係についても述べられている。
第 3 章では、前章で示したモデルに照らし合わせながら、個々の既存のトラヒック分散方式の特徴につ
いて述べている。また、 トラヒック分散における様々な性能評価指標を用いた比較・分類を行っている。
数多くの従来方式を共通モデルを用いて分類し、それらの性能を広範囲に渡って比較評価した結果は高く
評価できる。
第 4 章では、多くの既存手法が抱える問題点として、リアルタイムアプリケーションやマルチメディア
アプリケーションにおいて重要視される通信遅延が考慮されていない点を指摘している。そして、通信遅
延、ジッ夕、リオ一ダリンググ、などを総合的に考慮した手法として E-DCLD (侶Ef妊Iecti町、ve De吐lay-Con仕olled
Load Distribution) を提案し、計算機シミユレ一シヨンによる性能評価により提案手法の有効性を明らか
にしている。既存研究とは異なり、通信品質(遅延)までをも考慮したトラヒック分散技術として、提案
手法は高く評価できる。
第 5 章は結論である。以上の通り、本論文は将来主流となるリアルタイム・マルチメディアサービスの
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実現に必須となるトラヒック分散モデ、ルを提示するもので、あり、情報通信技術並びに応用情報科学の発展
に寄与するところが少なくない。
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論文審査結果の要旨
近年の急速なリアルタイムアプリケーションやマルチメディアアプリケーションの利
用拡大により、ネットワークを流れるトラヒックの量が急増し、限られたネットワーク資
源を有効に活用するためのトラヒック負荷分散技術に関する研究開発が重要となってき
ている。とりわけ、複数のパスを並列に利用することで、より多くの帯域を使用した大容
量通信を実現するマルチパス通信に注目が集まっている。マルチパス通信においては、送
信元と宛先の聞に存在する複数パスを有効に活用しつつ通信品質を確保することが求め
られるが、これらを実現するためにはトラヒック分散技術が必要不可欠である。
これまでに様々なトラヒック分散技術が提案されているが、その多くにおいて、マル
チメディアアプリケーション及びリアルタイムアプリケーションにとって重要な通信遅
延に関する検討は不十分である。これに対し、本論文は、通信遅延、ジッタ(遅延の揺ら
ぎ)、パケットの並び替えによる遅延まで考慮、したトラヒック分散モデルに関する研究成
果をまとめたものであり、全編 5 章からなる。
第 1 章では、現実のネットワークにおけるマルチパス通信環境の代表的な例を紹介す
るとともに、これまでのトラヒック分散モデルを比較検討している。また、マルチパス通
信環境で有効と思われる既存のトラヒック分散技術について概観している。
第 2 章では、既存の様々なトラヒック分散方式が、 1 つの共通のモデルを用いて表現可
能であることが示されている。モデルを構成する重要なコンポーネントとして、トラヒッ
ク分割機構とパス選択機構があり、それらの各機能とトラヒックの分散性能との関係につ
いても述べられている。
第 3 章では、前章で示したモデルに照らし合わせながら、個々の既存のトラヒック分
散方式の特徴について述べている。また、トラヒック分散における様々な性能評価指標を
用いた比較・分類を行っている。数多くの従来方式を共通モデルを用いて分類し、それら
の性能を広範囲に渡って比較評価した結果は高く評価できる。
第 4 章では、多くの既存手法が抱える問題点として、リアルタイムアプリケーション
やマルチメディアアプリケーションにおいて重要視される通信遅延が考慮されていない
点を指摘している。そして、通信遅延、ジッ夕、パケットの並び替えなどを総合的に考慮
した手法として E-DCLD (Effective Delay-Controlled Load Distribution) を提案し、計
算機シミュレーションによる性能評価により提案手法の有効性を明らかにしている。既存
研究とは異なり、通信品質(遅延)まで考慮したトラヒック分散技術として、提案手法は
高く評価できる。
第 5 章は結論である。
以上の通り、本論文は将来主流となるリアルタイムマルチメディアサービスの実現に
必須となるトラヒック分散モデルを提示するものであり、情報通信技術並びに応用情報科
学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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